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道路管理課
河川課

災害復旧事業費 砂防課１
都市計画課
港湾企画課

２ 北部地域公共交通機関復興支援事業費 交通政策課

３ 民間施設ブロック塀等緊急安全対策支援事業費 建築指導課

４ 単独公共事業執行平準化対策費 監理課



平成３０年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 災害復旧事業費
新規・

継 続
継続の別

国 庫 起 債 その他 一般財源

予 算 額 ３，３００，０００千円
1,334,000 1,966,000 － －

１ 趣 旨

平成３０年７月豪雨の被害の全容が判明したことに伴う予算の増額及

び台風２０号により被災した土木施設の早急な復旧を図る。

２ 事業概要
事 業 内 容

目 的

対 象

方 法 等

道路管理課 維持・防災担当 075-414-5261

河 川 課 整 備 担 当 075-414-5285

担当課・担当名 砂 防 課 災 害 担 当 課･担当 電話番号 075-414-5317

都市計画課 公 園 担 当 075-414-5272

港湾企画課 調 整 担 当 0773-75-0192

建設交通 －１－

事 項 内 容

公共土木施設災害復旧事業費 牧川など公共土木施設の災害復旧事業

土木施設単独災害復旧事業費
国道１７５号など土木施設の小規模災

害復旧事業



平成３０年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

新規・
事 業 名 北部地域公共交通復興支援事業費 継続の別 新 規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １０，０００千円

－ － － 10,000

１ 趣 旨

平成３０年７月豪雨で被災した京都府北部への観光誘客を促進し、

復興支援の一助とする。

事業内容

２ 事業概要

目 的

対 象 「１１府県ふっこう周遊割」の実施や京都丹後鉄道の全線復旧に合

方法等 わせて、北部地域の交通事業者が共同して販売する周遊フリーパス

などに対して支援をすることで観光客の周遊性及び利便性向上を図

り、京都府北部の活性化を図る。

担 当 課 ・ 担 当 名 交通政策課 調整担当 課・担当 電話番号 075-414-4360

建設交通 －２－



平成３０年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

新規・
事 業 名 民間施設ブロック塀等緊急安全対策支援事業費 継続の別 新 規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １０，０００千円

－ － － 10,000

１ 趣 旨

地震に備えた建築物の安全対策を推進するため、民間のブロック塀

等の安全対策支援を実施する市町村に対し、その経費の一部を助成する

事業内容
２ 事業概要

目 的

対 象 [補助対象]

方法等 民間のブロック塀等の撤去

・道路及び一般の通行の用に供する道、公園等に面するもの

・安全性に問題があるもの

[負担割合及び補助限度額]

※平成３１年度までの臨時措置として創設

担当課・担当名 建築指導課 建築防災・安全担当 課・担当 電話番号 075-414-5349

建設交通 －３－

ブロック塀撤去に要する経費の3/4（上限15万円） 経費の1/4

府 市町村 国

１／４ １／４ １／２ 所有者負担

（上限37,500円）



平成３０年度９月補正予算案主要事項説明

建設交通部

新規･
事 業 名 単独公共事業執行平準化対策費

継続の別
継 続

（債務負担行為限度額）

予 算 額 ２，５００，０００千円

１ 趣 旨

適正な工期の確保や出水期までに施工する必要がある箇所等につ
いて債務負担行為により施工し、年間を通じた仕事量の平準化を図
る。

２ 事業概要

債務負担行為として今年度中に事業着手することにより

事業内容 ① 出水期（６月頃～１０月頃）までに施工する必要がある箇所

目 的 ② 地元調整等から年度当初の工事着手が必要（可能）な箇所
対 象

方法等 ③ 夏場の交通規制困難期までに施工する必要がある箇所

等の対策を講じる。

(単位：百万円）

実 施 内 容 債務負担行為限度額

道路・街路事業等 １，７５０

河川・砂防事業 ６４０

都 市 公 園 事 業 １１０

担当課・
担当名 監理課 経理担当 課・係直通電話番号 075-414-5173

建設交通 －４－


